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脈波間隔の規格化による異なる計測姿勢下でのカフレス血圧推定
























規格化成分時間 = 成分波までの時間脈波間隔 (1)




図 1: 脈波成分 図 2: 加速度脈波成分
(a) 直立位 (b) 仰臥位
図 3: 安静着座，直立位および仰臥位における e 波までの時間
(a) 直立位 (b) 仰臥位






学習データには，被験者 607名 (男性 324名，女性 283名)の
安静着座 5 分間の血圧および脈波を使用した．評価データは，
18～23歳の若年健常者 11名 (男性 6名，女性 5名)，67～72歳












姿勢 推定手法 相関 誤差平均 誤差標準偏差
[mmHg] [mmHg]
安静着座 A 0.80 -1.24 9.96
B 0.79 -0.17 9.39
直立位 A 0.72 1.52 12.57
B 0.77 -0.26 9.93
手を膝に A 0.81 0.18 10.11
置いた座位 B 0.85 0.62 8.26
仰臥位 A 0.75 -7.99 11.30
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